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る、と指摘している（cf. Schumpeter ［1954］, 

























（cf. Viner［1965］, p.87, 訳, 89頁）。また、シュ
貨幣数量説とアダム・スミス


































も、10分 の ９ 少 な く 交 換 さ れ る 」（Locke









































































通常の道筋（natural and usual course of things）」










（cf. Ibid., p.33, 訳, 48頁）。そして、ヒューム
は、貨幣の価値を「擬制的な価値（ﬁctitious 
value）」とし「その量が多いか少ないかは何








































































は大著『経済の原理』（An Inquiry into the 














































「信用を崩壊させる計画（a project to destroy 

























　スミスの『国富論』（An Inquiry into the 





























































うと想像される労働生産物（the produce of 
industry）を、いつも一定量（a certain quantity）
手元に置く（have at all time by him）、とい
うことである。この意味で貨幣は商業の共通
の 用 具（common instrument of commerce）

















とはいわゆる交換性向（to truck, barter, and 



































下労働（the quantity of labour bestowed）と
支配労働（the quantity which it can command 
in the market） と い う ２ つ の 標 準 尺 度
（standard measure）を立てているとし、投
下労働で一貫すべきであった、と主張するの











































utility of some particular object）」と「その対
象物の所有を譲渡する７）ことによる他の財を
購買する力」（the power of purchasing other 
goods which the possession of that object 
conveys）である。スミスは、前者を「使用
価値（value in use）」、後者を「交換価値（value 













































































































































































































て い る 鉱 山 の 豊 度 が 高 い か 低 い か（the 






































































































increases abundance of mines）の増大･･･ある国
の貴金属の産出高の増加（the increases abundance 
of mines）から生じる限り、この増加はその価値
のいくらのかの減少と結びついている」（Smith
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